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Abstract：

本講演では、連立方程式系における時定数比の調整によって、解の
ダイナミクスを制御する手続きを紹介する。境界での未知関数の時
間発展を扱う境界条件として知られる動的境界条件は、内部と境界
との時間発展方程式の連立方程式系と解釈することが可能であり、
内部と境界との時定数比を調整することで不安定定常解に漸近する
ようなダイナミクスを実現できることがKagawaらによって報告され
ている[1]。講演の前半部では、後半部の準備として空間1次元での
Cahn–Hilliard方程式の解のダイナミクスに触れつつ、Kagawaらによ
る動的境界条件下でのCahn–Hilliard方程式に対する結果を紹介す
る。
Avalosらは溶媒中で共重合した2つのポリマーに関する相分離現象
を記述するモデル方程式である連立Cahn–Hilliard方程式系について
、2つの時間発展方程式の時定数比によって様々な相分離形状が
実現されることを報告した[2]。講演の後半部では、Avalosらのモデ
ルを簡略化した空間1次元の連立Cahn–Hilliard方程式系について、
時定数比を制御することによって単独方程式では見られない複雑な
エネルギー風景を探索できることを紹介する。
なお本講演内容の前半部は山崎義弘氏（早稲田大学）との、後半部
は渡辺毅氏（長野大学）・西浦廉政氏（北海道大学）との共同研究に
基づく。
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